
 

 

 

 

 

 

 

 

  

                   東青地域県民局地域農林水産部(農業普及振興室)              
                 
   

平成３０年１月号 

平成 29 年 11 月 28 日(火)にアピオあおもりで、今年度２回目の

「消費者交流会｢味自慢・うで自慢講座｣が開催されました。東青の

味加工産直ネットワーク会員のＪＡ青森げんき畑が担当し、『あずき

からつくる赤飯』と『沢煮椀』という、昔ながらのお料理を消費者の

方に伝授する交流会で、広報あおもりで募集したところ 28名の参加

がありました。 

佐藤智子さんが『あずきからつくる赤飯』、徳差知子さんが『沢

煮椀』の講師を担当し、各テーブルに、げんき畑の会員が一人ずつ

入って、調理実習。２週間ほど前から数回にわたり、念入りに打合

せをしたとあって、準備から実習までスムーズで、予定時間より早く

試食・交流となりました。 

試食・交流では、げんき畑から自慢の赤かぶ漬けや大根のしょう

油漬けも提供され、その作り方も紹介されました。 

消費者の方からは、｢赤飯づくりは自己流でやってきたけど、今

回、分量も分かって良かった｣「お赤飯は買って食べるものというイ

メージであったが、本格的に教えてもらい、ありがたい」「小豆の煮

方など、ちょっとしたコツを教えてもらえて良かった」など、高い評価

をいただきました。 

げんき畑の皆さんは、「私たちにとっては、ごく当たり前の昔なが

らの料理の技に、こんなに興味を持っているお客様がいるとは思わ

なかった」「次もハレの行事食を取り上げてみましょうか」など、来

年度の実施に向けて意欲をみせていました。 講師(佐藤智子さん)のお手本 

元気なかっちゃの『味自慢・うで自慢講座』好評です 

味自慢・うで自慢講座 

自慢 

もぎた籐工芸教室にお邪魔しました。 

実習した㊧赤飯と㊨沢煮椀 

小豆を煮るところからスタート 

紹介されたげんき畑の漬物

も紹介 



 

 

美しく咲き誇るバラ達 

平成 29年 11月 13日に青森中央学院大学で、青森県と青森

中央学院大学、アジアからの観光客誘致推進協議会が共催の

『青森県グリーン・ツーリズム国際フォーラム』が開催され、約

100名の参加がありました。 

『青森県グリーン・ツーリズム国際フォーラム』に参加しました。 

はじめに三村申吾知事から、現在、力を入れているグリーン・

ツーリズムの国際化等について、お話がありました。2011年の東

日本大震災により落ち込んだ観光客数が、昨年度は以前を上回

る実績となり、かなり盛り返してきたと実感している。また、攻め

の農林水産業で“ゆりかごを守りたい”という思いから、食と命と

文化を守るための経済活動の活性化を支援しいるところで、そ

の中で、陸・空・海路の立体観光との連携により、“青森いい

ね”が広がっている。平成 23年度からの台湾へのＰＲによる効果

が出てきており、今では、何処でも歓迎ムード。 

台中市とは、県と平川市が友好協定を締結したことで、交流

が活発になっているという。 

これから、冬の誘客数を拡大するために、雪という宝を活か

し、青森で人と人が出会う素晴らしさ、楽しさを強調して、さらな

るトップセールズを展開していきたいと熱く語っておられました。 

「アジアからの教育旅行生・観光客の誘致拡大に向けて」を

テーマにした、パネルディスカッションでは、パネリストの 

■黄麗霞氏(台湾 あおもりＧ・Ｔ協力委員)から 

青森と言えば“りんご”。この大きなブランドを生かしてほし

い。台湾人が大好きなりんごを切り口として、買物大好き台湾

人の欲求を満たすプログラムで、交通機関だけでなく、宿泊、レ

ストラン等にもお金が落ちるようにしたい。 

■プラワテイ ワッタナシリポーン氏(タイ あおもりＧ・Ｔ協力委員)から 

日本と言えば、桜、富士山、東京、京都、大阪と首都圏や圧倒的な観光名所が有名だ。Ｇ・Ｔで日本の生活、文

化を体験でき、学べることをアピールし、継続することで、知名度をアップしてほしい。 

■グエン チ ギア氏(ベトナム 青森中央学院大学経営法学部准教授)から 

祖国で、東北、青森を知る人は少ない。青森で暮らし、｢幸せ持ち｣への近道が青森にあると実感している。人情に

熱い青森の良さを強みとして、その魅力をベトナムからの約 6万人の留学生等にＰＲしていきたい。 

■水尻美喜穂氏(日本 受入農家代表)から 

平成 20 年度から受入れを開始。黄さんや語学サポーターの協力で、思い出に残る交流となっている。四季が美し

い青森を生かしたプログラムづくりを進めていきたい。 

■三浦浩氏(日本 青森中央学院大学国際交流課長)から 

留学生には、勉学の合間に地域活動に参画し、青森を知ってほしい。留学生の帰国後のＰＲ(口コミやＳＮＳ拡散な

ど)を期待している。今後は、個人のリクエストに応えられる受入体制づくりを進めたいなど、それぞれの立場から、

今後の推進に向けた提案等がありました。 

やりたいこと、実現できるかも！ ～いろいろな制度・施設を活用してみましょう～ 
   お問い合わせ先：東青地域県民局 地域農林水産部（農業普及振興室 経営・担い手班） 

〒030-0861 青森県青森市長島 2丁目 10-3青森フコク生命ビル 6階 

                             電話 017-734-9990 ＦＡＸ017-734-8305 

Ｇ・Ｔの国際化を語る三村申吾知事 

５名のパネリストから応援メッセージ 


